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大阪

北海道

中部

沖縄

大阪・東京・北海道・沖縄・中部・九州を拠点に全国で無電柱化
支援事業を展開（2007年に認定）

設立１7年
会員１51社

東京

九州

全国ネットワーク

特定非営利法人 電線のない街づくり支援ネットワーク

全国で無電柱化を支援
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団体の活動紹介

今年度は、従来の方針を発展させると共に、多様な地域・事業目的・技術の進化が進みつつあることから、それらを活かした活動の方針とする。
※「すみずみ」とは、地域(北海道から沖縄・離島まで)はも
とより、組織(行政から企業、電気・通信事業者、学校な
ど)、分野(住民から技術者、研究者まで)、地域団体(自治
会から商店街、観光・商工団体、まちづくり団体など)、人
(子どもから高齢者まで)を含む。

５．浅層埋設・小型BOX等、低コスト化への展望を開く

最新の実例を整理し、検証した上で、低コスト化への課題を
解明し、国や「日本みち研究所」とも連携、情報交換して、低
コスト化手法の普及・拡大にる。新技術の開発も進める。

具体的事業計画

2024年度
スローガン

２．国・自治体・研究機関等との連携強化

アフターコロナで観光地が活性化し、無電柱化
の需要が高まれば、自治体との連携を強める
必要がある。「無電柱化を推進する市区町村長
の会」、各支部・地域で自治体にヒヤリング、相
談機会等により継続的にアクションプランに繋
げる。さらに第9次無電柱化推進計画策定に向
けて、行政の補完的役割を我々NPOが担わな
ければならない。国交省、日本みち研究所等と
連携して、自治体をサポートする。

４．重伝建地区等優先性の高いエリアで事業
化を支援、促進する

重伝建地区への具体的支援や、全国の国立公
園・景観地区で美しい景観を損なう場面への問題
提起や、インバウンドの復活と共に「日本の原風
景」へのニーズに対応できる無電柱化を促進する。

１．災害対策としての必要性を強める
自然災害の増加による停電・電柱倒壊が全国
的に多発。沖縄では台風被害多発をはじめ全
国的に豪雪での被害も多く「災害列島」の様相
は強まるばかりだ。災害による電柱倒壊、交通
遮断が医療崩壊や情報伝達の障害に繋がる
恐れがあり、これまで以上に無電柱化の訴え
を強めたい。

３． 無電柱化を推進する唯一無二の集団としての存在価値を高めるととも
に、会員の拡大や活性化につなげる

国交省の無電柱化推進技術検討会に、無電柱化に特化した専門集団ならではの提案
をし、低コスト化への展望を開く。また、認知度向上のために、会員との連携を更に深め、
無電柱化の露出を増やしたり、パンフレットの更新など、様々な機会で当NPOの認知向
上を工夫する。

無電柱化は日本の社会課題です！
新しい時代背景を活かす無電柱化アクションプランをすみ
ずみまで！

NPOの活動/2024年度活動計画

能登半島地震で倒れた電柱（内灘町）→

↑無電柱化を推進する市区町村長の会R5総会

無電柱化して観光客が増えた伊勢おはらい町→

無電柱化された京都市先斗町→ 3



団体の活動紹介

２．無電柱化支援事業

１．技術セミナー （活動委員会・勉強会）

無電柱化の技術

面、ノウハウ、法
制度など定期的

に検証します。大

学・行政・民間の
専門家を招いて、

会員参加で行い

ます。大阪・東京・
沖縄・北海道・名

古屋などで開催。

３．シンポジウム・セミナー

電柱や電線のない安全安心で美しい景

観の街づくりを実施したいと思ってい
るすべての機関（不動産・ディベロッパ

ー・行政等）を技術面・ノウハウ面で支援

します。

←自治会、商店街組合、自治体などと、

無電柱化勉強会を開いて合意形成を進
めます。

街づくりや防災の専門

家、電線管理者を招い
た専門セミナーや無電

柱化推進のためのシン

ポジウムを全国各地で
開催しています。東京・

大阪・沖縄・札幌・名古

屋・金沢・仙台・福岡・広
島で開催。また、無電

柱化を知っていただく

ための推進展にも出展
しています。

NPOの取り組み

4
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団体の活動紹介

当NPOでは、低コスト手法の開発や現地視察会、書籍の出版、テレビ出演や無電柱化の日（11月10日）の
イベント、無電柱化出前授業（小学生）や無電柱化出張講義（大学生）など様々な広報活動を行っています。

NPOの取り組み

５．広報活動

６．無電柱化授業

↑無電柱化出前授業の様子↑

４．研究開発・視察会

出版物の発行

ＨＰの運営
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団体の活動紹介

無電柱化を推進する市区町村長の会と連携

○無電柱化の取組みに積極的な市区町村長による組織
○無電柱化推進のため、国への要望や勉強会を継続して実施している

・設 立：平成２７年１０月
・会 長：松尾崇（鎌倉市長）
・会員数：３０３名（Ｒ６．６現在）

（これまでの活動）
・設立以降、毎年定期総会を開催し、要望活動を実施
・その他、無電柱化推進セミナーや、各地で勉強会を開催

＜会の概要＞

■令和5年度 第１回無電柱化に関する勉強会
日付：令和5年7月26日(水)～28日（金）
場所：東京ビッグサイト
WEB：Cisco Webex
※NPO無電柱ネットと共催

■令和5年度 第2回無電柱化に関する勉強会
日時：令和5年11月10日(金)

13:00～15:00
場所：（一財）日本みち研究所 分室会議室
WEB：Cisco Webex
講師：国土技術政策総合研究所

道路環境研究室 室長 橋本浩良
金沢市 土木局 道路建設課
主査 石田 修 他

※NPO無電柱ネットと共催

■令和6年度 定期総会
日時：令和5年6月13日(木)

10:00～12:00
場所：衆議院第一議員会館

地下1階大会議室

↑総会の様子

←顧問の小池都知事

岡山県真庭市ご担当者講演→

金沢市無電柱化担当の講演

←会長の松尾鎌倉市長
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団体の活動紹介

無電柱化推進技術検討会／国土交通省

無電柱化推進
関係省庁連絡会議

電力ＳＷＧ

通信ＳＷＧ

民間ＳＷＧ

コンサルＳＷＧ

（送配電網協議会）

（ＮＴＴ・ＣＡＴＶ）

（主査：井上事務局長）

（建設コンサル協会）

合意形成ＳＷＧ （委員：井上事務局長）

※制度面の課題についても検
討回答を必要に応じて設置

面整備事業における
無電柱化推進ＷＧ

無電柱化スピード
アップＷＧ

低コスト推進ＷＧ

〇〇地区SWG

△△地区SWG

・
・
・

無電柱化推進のあり方検討委員会

無電柱化推進技術検討会

報告 助言

事
務
局
等

（委員：井上事務局長）

2

無電柱化の様々な課題について、関係者と連携して検討していくため、無電柱化推進のあり方検
討委員会の助言等をいただきながら技術検討会等を設置

※今後Ver.3が発行される予定

←R5年第4回無電柱化推進技術検討会の様子

「開発事業における無電柱化推進のためのガイドライン」

「無電柱化事業における合意形成の進め方ガイド」 7



団体の活動紹介

無電柱化の
概要(説明)

電線共同溝（イメージ）

地上機器
（トランス等）

特殊部

ケーブル（電力）

管路

道路区域民地

特殊部

ケーブル（通信）
電線管理者負担

道路管理者負担

管路

管路

電線共同溝（イメージ）

国土交通省で使われる、電線共同溝方式による地中埋設のイメージ図
8

現在、無電柱化は、国の道路を管轄している
国交省道路局が進めています。
しかし、無電柱化を進めるにはステークホル
ダーが多く、これが進まない原因にもなって
います。
その一部をご紹介します。



団体の活動紹介

無電柱化の推進に関する法律 概要

災害の防止、安全・円滑な交通の確保、良好な景観の形成等を図るため、無電柱化

の推進に関し、基本理念、国の責務等、推進計画の策定等を定めることにより、施策

を総合的・計画的・迅速に推進し、公共の福祉の確保、国民生活の向上、国民経済の

健全な発展に貢献

目的

１．国民の理解と関心を深めつつ無電柱化を推進

２．国・地方公共団体・関係事業者の適切な役割分担

３．地域住民が誇りと愛着を持つことのできる地域社会の形成に貢献

基本理念

国、地方公共団体、事業者、国民の責務等を規定

国の責務等

基本的な方針・期間・目標等を定めた無電柱化推進計画を策定・公表

無電柱化推進計画(国土交通大臣)

都道府県・市町村の無電柱化推進計画の策定・公表（努力義務）

都道府県・市町村無電柱化推進計画

１．広報活動・啓発活動

２．無電柱化の日（１１月１０日）

３．国・地方公共団体による必要な道路占用

の禁止・制限等の実施

４．道路事業や面開発事業等の実施の際、関

係事業者は、これらの事業の状況を踏ま

えつつ、道路上の電柱・電線の新設の抑制、

既存の電柱・電線の撤去を実施

５．無電柱化の推進のための調査研究、技術

開発等の推進、成果の普及

６．無電柱化工事の施工等のため国・地方公

共団体・関係事業者等は相互に連携・協力

７．政府は必要な法制上、財政上又は税制上

の措置その他の措置を実施

無電柱化の推進に関する施策

無電柱化の推進に関する法律

平成28(2016)年12月16日施行

強制ではなく、努力義務！
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団体の活動紹介

無電柱化の目的

無電柱化は、「①防災」、「②安全・快適」、「③景観」の観点から推進

道路の防災性能の向上 良好な景観形成通行空間の安全性・快適性の確保
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団体の活動紹介

日本の電柱の現状

新設電柱調査結果概要（令和４年度）日本の電柱の本数推移

電柱本数の推移は、以下のようになっており、毎年７万本増えています。

日本の電柱は、3600万本近くあり、しかも年間約7万本増えている。最近のデータでは約５万本の増加で推移している。

最近の増加の原因は、新規住宅開発地での増加と、太陽光発電所から発電施設に引き込む際に設ける電柱の増加が主である。

右のR4年度のデータは、左の国交省道路局が調査したデータから、経産省資源エネルギー庁、総務省、国交省都市局も加わり算出した。



団体の活動紹介

幹線道路
（緊急輸送道路）

市区町村道（緊急輸送道路）

市区町村道（一般道・狭隘道路）

私道（一般道・
狭隘道路）

太陽光発電所などの引き込み
に伴う道路（私道が多い）

市街地開発地に
伴う道路（面的整
備を伴う）

国や自治体は、幹線道路の無
電柱化整備を着実に進めなが
ら、市街地開発地や狭隘な道
路への無電柱化を視野に入れ、
無電柱化を進めている。

道路（線）から
住宅開発地（面）へ

当NPOは、民間の立場で、低コスト製品・施
工の開発や工夫に努めている団体です。
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団体の活動紹介

街の景観向上

資産価値向上 通信回線の信頼性強化

電線・電柱が無くなることで美しい街
並が形成され、地域の活性化につな
がります。

歩道の有効幅員が拡がり、車いす、ベビー
カー等の通行がスムーズに。

安全快適な生活空間の創造

災害時の電柱転倒による家屋の損壊、電
線の垂れ下がりによる感電・事故、緊急
車両通行の妨げを無くします。

災 害 に 強 い 街

無電柱化するこ
とで、その土地
の資産価値が
向上するという
調査結果が出
ています。

地震などの災害時に情報通信回線の被害
を軽減し、ネットワークの安全性・信頼性を
向上させます。架空線より80倍も安全。

電柱を伝って、部屋に侵入する犯罪が無
くなり安心です。

防 犯 効 果

被災率 被災延長 総延長

架空線 2.4％ 100 41.5

地中線 0.03％ 0.7 24.0

■阪神淡路大震災における神戸地区ケーブル
被災状況

無電柱化のメリット➀

13

↑

整
備
後
イ
メ
ー
ジ
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設計の自由度
UP

祭りの復活

自然公害を軽減

団体の活動紹介

電線・電柱等に集まる鳥が落とすフン害

や犬のマーキング等が無くなり衛生的に。

設計の際に電柱があると道路が直
線になりがち。電柱がなければ曲線
なども自由に描けます。

電線やトランスから出る電磁波は、地
中に埋設することで低減されることが
わかっています。

山車が電線にひっかかり通れないという
ことで小型化している。無電柱化して往
時の祭りが復活したところも。

無電柱化した街では、観光客が増え
るなど集客面でも好調です。

電線があることで街路樹の強剪定が
日常化。それにより、街路樹が貧弱
化しています。

無電柱化のメリット➁ 集客効果 街路樹の保護・育成

電磁波低減
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団体の活動紹介

無電柱化推進のあり方検討委員会資料/R6年2月28日
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団体の活動紹介

無電柱化推進のあり方検討委員会資料/R6年2月28日

※NTT柱は約200本の倒壊・折損・大
規模な傾斜が発生（総務省調査）

被害状況の事例（電柱の倒壊・折損・混線）
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団体の活動紹介

無電柱化推進のあり方検討委員会資料/R6年2月28日

17
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団体の活動紹介

ＮＰＯ法人電線のない街づくり支援ネットワーク
では、無電柱化に関わる様々な関係者と連携して
無電柱化の推進に取り組んでいます。
会員にはハウスメーカーさんや住宅に関わるかた
も含まれています。
当NPOが最近実施した、無電柱化住宅に関する取
り組みをご紹介します。

省エネ・再エネ住宅
との連携へつくば市無電柱化住宅視察会（2024年10月）
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団体の活動紹介

無電柱化住宅見学会

←つくば市無電柱化
住宅見学会（2024.10）

←浦和美園 E-フォレス
ト見学会(2023.10)↓

↑(上下とも)東京都等々力
住宅見学会(2022.10)
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団体の活動紹介

芦屋市無電柱化住宅アンケート

当NPOでは、春休みと夏休みの期間中に大学生のインターンを受け入れ、企画を立案し、取り組ませる活動をしています。
今年の夏は、兵庫県芦屋市の無電柱化アンケート調査を実施しました。以下、主な調査結果をご案内します。

問２．現在のお住まいは新築ですか。中古ですか（53件）

問３．購入を決めた決定的な理由は何ですか（53件）問１．現在の居住年数を教えて下さい（53件）
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団体の活動紹介

問４ 無電柱化エリアの住宅は、
資産価値が維持できると思いますか
（53件）

問５ 逆に期待通りでなかったことがあればお選びください（53件）

【結果報告】2024.10.16開催、つくば市無電柱化住宅視察会概要報告

https://nponpc.net/info/20241016tsukuba_house-tour/

【結果報告】2023.10.19開催、 無電柱化住宅見学会浦和美園 E-フォレスト

https://nponpc.net/info/20231019house-tour_%ef%bd%95rawa%ef%bd%8disono/

2024夏インターン企画 芦屋市無電柱化住宅アンケート調査結果報告

https://nponpc.net/info/2024summer_asiyacity_house_questionnaire/

芦屋市無電柱化住宅アンケート

https://nponpc.net/info/20241016tsukuba_house-tour/
https://nponpc.net/info/20231019house-tour_%ef%bd%95rawa%ef%bd%8disono/
https://nponpc.net/info/2024summer_asiyacity_house_questionnaire/
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令和６年度東京都省エネ・再エネ住宅普及促進事業

当NPOでは、 本年の7/24(水)～7/26(金)に東京ビッグサイト東棟で開催した、メンテナンス・レジリエンス展（第12回無電
柱化推進展）に出展し、住宅を主な用途とする開発事業により整備される住宅について省エネ・再エネ住宅の啓発活動を
行いました。その一部をご紹介します。

【省エネ・再エネ住宅の普及啓発の取組み】
①東京都省エネ・再エネ住宅の普及啓発チラシの配布

②東京都作成動画「省エネ・再エネ住宅の普及促進について」
の放映

③無電柱化事業の現状についての小冊子の中に、省エネ・再
エネ住宅の普及啓発（又は補助事業）の取組みを掲載して
配布する。

④東京都省エネ・再エネ
住宅のパネルを展示する。

➀

実際の展示ブースの位置は
ここに配置
スタッフが差しているカタ
ログスタンドにも常備する。
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令和６年度東京都省エネ・再エネ住宅普及促進事業

➁ ➁

➁

➁

当NPOの企画した無電柱化ミニセミ
ナー（3～4回・15分～20分/日）の合
間に啓発動画②を他の動画とロー
テーションで放映する。
上の写真は無電柱化ミニセミナ―時
の写真。④

④

④

左の写真(全景)のつい立ての2枚目裏側に

◆「省エネ・再エネ住宅に住むメリット」
のパネル④を展示させていただきました。

2枚目のつい立ての裏
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ご清聴ありがとうございました。
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